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中村 拓人 
 
1 著書  

1) 中村拓人, 笹田哲. 小児検査一覧, 笹田哲編, 人間発達をさらに学ぶためのブックガイ

ド   , 診断と治療社. 
2) 中村拓人, 笹田哲. 人間発達をさらに学ぶためのブックガイド, 笹田哲編, 人間発達をさら

に学ぶためのブックガイド, 診断と治療社. 
 
2 学術論文 

1) 中村拓人, 野口夏蓮, 池田公平, 笹田哲. (2024). 自閉スペクトラム症の家族機能に関連する要

因は何か?─ スコーピングレビュー─. 作業療法, 43(1), 15-22. 
2) Nakamura, T., Koyama, S., Nagayama, H., & Sasada, S. (2023). Participation 

questionnaire for preschoolers with autism spectrum disorder: content validation and item 
development. medRxiv, 2023-08.  

3) Nakamura, T., Nagayama, H., & Sasada, S. (2024). Development and Validation of 

the Participation Questionnaire for Preschoolers with Autism Spectrum Disorder: 

A Focus on Structural Validity, Internal Consistency, and Construct Validity. 

medRxiv, 2024-02. 
4) Ikeda, K., Kaneko, T., Uchida, J., Nakamura, T., Takeda, T., & Nagayama, H. (2024). 

Identifying profiles of stroke patients benefitting from additional training: a latent 
class analysis approach. Journal of Rehabilitation Medicine, 56, jrm22141-jrm22141. 

5) Kaneko, T., Nagayama, H., Ikeda, K., Nakamura, T., Niimi, A., Inoue, N., ... & Uchida, 
J. (2023). Cost-effectiveness of occupational therapy for older adults: a protocol for an 
updated systematic review. BMJ open, 13(12), e079318. 

6) 後藤健太郎, 中村拓人, 笹田哲. (2023). 作業療法における児童虐待予防の特徴：質的記述

的分析. 日本作業療法研究学会誌, 26(1),13-20. 
 
3 その他の著作 

1)  
2)  
3)  

 
4 学会，協会，公的団体の委員など 

1) 神奈川県作業療法士会 選挙管理委員 
2) 学術誌神奈川作業療法編集委員 
3) 第 19 回神奈川県作業療法学会査読委員 
4) 第 1 回ヒューマンサービス学会学術集会実行委員 

 
5 社会貢献 

1) チャレンジドチアインストラクターライセンス講習会講師 
2) 厚生労働省指定臨床実習指導者講習会プログラム講師(11/18-19) 



2023.4.1～2024.3.31                      神奈川県立保健福祉大学 教育研究活動報告書 

3) 厚生労働省指定臨床実習指導者講習会プログラム講師(12/2-3) 
4) 神奈川県作業療法士会地域リハビリテーション部研修会講師(2/11) 
5) 神奈川県立特別支援学校令和 5 年度 第 2 回専門職研究協議会(作業療法士専門部会)スー

パーバイザー( 
6) 神奈川県立特別支援学校令和 5 年度 第 3 回専門職研究協議会(作業療法士専門部会)スー

パーバイザー( 
 
6 講演，放送 

1)  
2)  
3)  

 
7 学会等での活動 

1) 施設入所する重症心身障害者の生活機能. 小島賢司, 中村拓人. 第 9 回日本小児理学療法

学会学術会抄録集 Page75 P-1-13(2023.10) 
2) こどもの参加質問紙：自閉スペクトラム症児の疾患特異的参加測定ツールの開発. 中村

拓人, 長山洋史, 笹田哲. 第 57 回日本作業療法学会. 2023 年 11 月 
3) 自閉症スペクトラム症児の母親に Pathways and Resources for Engagement and 

Participation（PREP）を用いた一例. 中村 拓人, 田中 俊祐, 小山さくみ. 第 9 回日本臨

床作業療法学会学術大会. 2024 年 3 月 
4) 日本における自閉スペクトラム症児の感覚処理特性のサブタイプ. 土橋怜加, 中村拓人, 

野田遥, 長山洋史, 笹田哲. 第 9 回日本臨床作業療法学会学術大会. 2024 年 3 月 
 
8  学内教育活動 

1) 「作業適用学」で科目責任者を務める．新入生が作業療法に対する具体的なイメージを

持つことができるよう, 講義だけではなく、視聴覚教材や, ワークショップ形式も採用し

た。また専攻教員に協力を求め, グループに別れて事例を検討する問題解決型の授業を

行った.  さらに見学実習では, 実習の企画・運営を行う.  
2) 「総合臨床実習Ⅰ」で科目責任者を務める．初めて総合臨床実習であるため, オリエンテ

ーションおよび OSCE を事前に実施する.  
3) 「評価学概論」では「QOL・役割・興味の評価」の回を担当する. 
4) 「発達系評価学」に補助として講義に参加し,およそ半分程度の講義を受け持つ. 
5) 「発達障害作業療法学」に補助として講義に参加し,およそ半分以上の講義を受け持つ. 
6) 「発達障害作業療法学演習」は補助教員として全ての講義に参加する. 
7) 「遊び余暇活動治療学」ではおよそ 4 分の 3 程度の授業を担当する． 
8) 「地域作業療法学」で講義を 2 回担当する. 
9) 「感覚運動アプローチ論」で講義を 2 回担当し, 補助教員としても一部の授業に参加す

る.  
10) 「作業療法研究法」（2022 年 11 月 14 日）では質的研究の講義を担当する. 
11) 「臨床作業用法学演習」では，実技試験（OSCE）を担当する． 
12) 「作業療法管理運営」では講義を担当する.  
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13) 「作業療法理論」では講義を担当し, 一部の授業に補助教員として参加する.  
14) 「ヒューマンサービス総合演習」では半分程度の授業に補助教員として参加する． 
15) 「救急救命学概論」で一部授業に補助教員として参加する． 

 
9  学内各種委員会活動 

1) 動物実験専門部会 
 
10 科学研究費補助金，その他の補助金などの受託 

1)  
2)  

 
11 学内研究助成金の受託 

1) 研究助成Ｂ：遠隔作業遂行コーチングプログラムが幼児期の自閉 スペクトラム症を抱え

る子どもの養育者の QOL と子どもの発達に与える影響 
2)  
3)  

 
12 受賞 

1)  
2)  
3)  

 
13 特許など 

1)  
2)  
3)  

 
14 その他 

1)  
2)  
3)  

   


